
一人一人の命の輝き 
春の全国交通安全運動期間中、子どもたちは地域やPTAの皆さんに見守られ、事故なく過ごす

ことができました。子どもたちへの地域をあげての温かいご支援に感謝申

し上げます。これからも交通事故に気をつけて登下校できるよう、子ども

たちへの指導を継続していきます。今後もご支援をお願いいたします。 

おかげさまで、学校では子どもたちの笑い声や歓声であふれています。

そんな子どもたちを見ていると、一人一人の命の輝きは何にも勝る宝物だ

と改めて感じます。 

 

その大切な命を守る学習として、地震

を想定した避難訓練が行われました。子

どもたちは、真剣な表情で訓練に参加し、

短時間で整然と避難することができまし

た。また、消防署の方から災害から身を守

る方法や望ましい避難の仕方などを教わ

りました。さらに、起震車を使った大きな

地震の揺れを体験しました。立っていられないほどの激しい揺れに自然の力の大きさを感じ取って

いたようでした。「災害はいつどこで起こるか分かりません。

自分の命を守る行動ができるよう、今日の訓練を忘れないで

ください」という消防署の方の話に、子どもたちは、うなず

きながら聞き入っていました。 

子どもたちは、今日もみんな元気です。一人一人の命がこ

うして輝いていることに感謝したいと思います。 

 

 

【カブトムシの幼虫のプレゼント】 

森の案内人の蓮沼昇さんから、カブトムシの幼虫の贈呈があり

ました。子どもたちの学習に役立ててほしいと、蓮沼さんが卵か

ら飼育してきた幼虫だそうです。子どもたちも大喜びで、「やっ

たあ～」という歓声があがっていました。生活科や理科の教材と

して子どもたちの学習に生かしていきます。温かいご支援、あり

がとうございました。 

 

【閉校記念事業実行委員会】 

４月１４日（水曜日）。昨年度から準備委員会を立ち上げ、話

し合いを進めてきた「閉校記念事業実行委員会」の設立総会が

開催されました。委員長の星利男さんをはじめ、地域の代表や

ＰＴＡの皆さん及び教職員の計４０名に委嘱状が交付されまし

た。これから、１年をかけて歴史と伝統のある福田小学校の閉

校記念事業（記念誌の制作や記念式典の実施、各種記念事業の

運営など）を進めていく予定です。皆さんのご協力をお願いい

たします。 
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